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災害に強い
国土幹線道路ネットワークについて



自然災害の激甚化・頻発化

H25～H30年 平均259回

■ １時間降水量50mm以上の年間発生回数
（ｱﾒﾀﾞｽ1,000地点あたり）

アンダーパス部 平面部

■ 近年発生した自然災害の一例 ■ 冠水状況

■ 降雨による通行止め
（高速道路）
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■ 路面冠水件数の推移
（直轄国道）

※通行止め時間に距離を乗じた年間のべ時間・距離を
営業延長で除算したもの。

H26～H30 平均8.0時間

○ 時間50mmを越える豪雨の発生件数は30年前の1.4倍に増加しており、近年、自然災害が激甚・頻発化

○ 路面冠水の発生件数は、年度によって変動があるものの、直轄国道では年間平均259回発生
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防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞

2



防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞
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骨太の方針2020について

「経済財政運営と改革の基本方針2020」（令和２年７月17日閣議決定）＜抜粋＞

第２章 国民の生命・生活・雇用・事業を守り抜く

２．防災・減災、国土強靱化－激甚化・頻発化する災害への対応

（前略）昨年の台風災害や令和２年７月豪雨も教訓に、長期停電や通信障害などを防ぐ無電柱化をはじめとした電気・

水道等のインフラ・ライフラインや道路・鉄道ネットワークの耐災害性強化、大規模広域避難・要配慮者避難や中小河川

も含めた浸水リスク情報の充実、学校等の防災希望強化など避難対策の強化、森林整備・治山対策、インフラ老朽化対

策等を加速する（中略）

2020 年度までの「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を集中的に実施するとともに、その実施状況を踏

まえ、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る。３か年緊急対策後も、中長期的視点に立って具体的KPI（数値）目標を

掲げ計画的に取り組むため、国土強靱化基本計画に基づき、必要・十分な予算を確保し、オールジャパンで対策を進

め、国家百年の大計として、災害に屈しない国土づくりを進める。（後略）

＜参考＞長期間にわたる通行止めの発生

熊本県道 深水橋
令和２年７月豪雨

３ヶ月以上の通行止め

国道20号 法雲寺橋
令和元年台風19号
１ヶ月半の通行止め

国道41号
令和２年７月豪雨

１ヶ月半の通行止め 4



国土幹線道路部会 中間とりまとめについて

社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会

持続可能な国土幹線道路システムの構築に向けた取組 中間とりまとめ（令和２年９月２５日）＜抜粋＞

３．ポストコロナ時代を見据えて加速すべき具体的な取組

（３）あらゆる取組を支えるネットワーク機能の確保

１）強靭で信頼性の高いネットワークの構築による安全・安心な社会の実現 ～災害時に「被災する道路」から「救援する

強靭道路」へ転換～

・近年の激甚化・頻発化する災害に鑑み、被災後もすぐに機能する、新たな防災道路ネットワークの考え方を本格導入

すべきである。

・その際、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新たな目標を設定する必要がある。

・具体的には、第三者意見も踏まえつつ、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせたネットワークの緊急

点検を行い、ミッシングリンクの解消、暫定2車線区間の4車線化、ダブルネットワーク化等を推進すべきである。（後略）

高規格道路：４車線高規格道路：未整備

一般道（直轄国道）一般道（直轄国道）
防災課題箇所

災害に脆弱な道路ネットワーク 災害に強い国土幹線道路ネットワーク

・ミッシングリンクの解消

・暫定２車線区間の４車線化

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ化（一般道の防災課題解消）

【必要な取組】

（注）高規格道路については、高規格幹線道路、地域高規格道路（計画路線）、その他計画段階評価等の調査が進捗している路線等をベースに選定 5



令和３年度道路関係予算概算要求について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞
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令和３年度道路関係予算概算要求について

令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）＜抜粋＞

Ⅲ 要求概要

３ 防災・減災、国土強靱化に向けた中長期プログラムの策定について

近年の激甚化・頻発化・広域化する災害や、急速に進む施設の老朽化等に対応するべく、災

害に屈しない強靱な道路ネットワークを構築するため、中長期的な抜本対策を含めて、防災・

減災、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る必要があります。

このため、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新たな目

標を設定し、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせた新たなネットワークの考

え方の導入、緊急点検を行った上で、ミッシングリンクの解消、暫定２車線区間の４車線化、ダ

ブルネットワーク化等を推進するとともに、ライフサイクルコストの低減や持続可能な維持管理を

実現する予防保全による道路メンテナンスへの転換に計画的に取り組むため、中長期プログラ

ムを策定します。

＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞
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【新潟-山形県境】日本海側道路ネットワークのミッシングリンク解消

○ 新潟県-山形県の県境部は、日本海側主要都市を結ぶ日本海沿岸東北自動車道のミッシングリンク
○ 並行する国道７号には、山間部に事前通行規制区間があるほか、沿岸部では越波による通行止めも発生
○ 通行止め時は広域迂回が必要となり、物流・生活面等に大きな影響を与える
○ 当該区間の整備により、県境部のミッシングリンクが解消され、日本海側ネットワークが強化
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国道７号の通行規制回数
(※通行止と片側通行規制の回数)

（年）

平均 11.4件/年

新潟-山形県境部は高規格幹線道路のミッシングリンク 通行止め時には広域迂回が必要

年間11件の通行規制が発生

復旧までに、全面通行止め約42時間、

片側通行規制は約2週間にも及んだ 越波による通行規制（H24.4.4）

土砂崩れによる規制
（H17.8.11）

土砂崩れによる規制（H18.7.13）① ②

③

④

事前通行規制による渋滞
（H25.11.20）

R7中野京田交差点
（山形県鶴岡市）

R7十文字交差点
（新潟県村上市）

新潟県

山形県

【迂回路】
距離：178km

所要時間：3.0時間

【通常時】
距離：100km

所要時間：1.6時間

出典：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査

通常時の約2倍
の所要時間
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山形県
鶴岡市

朝
日
ま
ほ
ろ
ばIC あつみ温泉IC

～鶴岡JCT
延長23.8km

（H24.3開通）

かみはやしいわふね

神林岩船港IC
～朝日まほろばIC

延長13.8km
（H23.3開通）

至

鶴
岡
市
街
地

至

新
潟
市

国道7号 朝日温海道路 事業中区間 延長40.8km
あさひ あつみ

あ
つ
み
温
泉I

C

事業中区間
凡 例

供用済区間L=1.8km L=6.2km L=4.3km

事前通行規制区間（連続雨量150mm）

L=6.2km L=5.8km

事前通行規制区間（連続雨量210mm）

新潟

山形

福島

④

②

③ ①

新潟県
村上市
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新潟県中越沖地震におけるダブルネットワークの効果

○ 国道８号と北陸自動車道は、日本海側の物流上重要な大動脈
○ 平成19年７月の地震発生直後は、北陸道、国道８号が通行止めになるなど、広域の道路ネットワークが断絶
○ ダブルネットワークを活かし、地震発生約26時間後には、通行可能区間の組み合わせにより交通を確保

地震発生直後（H19.7.16 11：15）

・北陸自動車道、国道8号や国道116号等が大きな被害を受け、
通行障害が発生。

・被災地への支援車両等が、生活道路に迂回を余儀なくされ、
混雑が発生。

地震発生約26時間後（H19.7.17 12：00）

・国道８号上越市長浜(断面Ａ)、長岡市大積千本町(断面Ｃ)の通行止め
箇所は、北陸道がダブルネットワーク機能を発揮し、北陸道が地震前
程度の交通を分担。

国道8号 上越市長浜地先
7月17日20:30
通行止め解除

断面Ａ 断面Ｂ 断面Ｃ

至

富
山
県

至

新
潟
市

至 群馬県至 長野県

至

富
山
県

至

新
潟
市

至 群馬県至 長野県

断面Ａ

断面Ｂ

断面Ｃ

断面Ａ
断面Ｂ

断面Ｃ

北陸道 吉井橋
7月17日12:00
通行止め解除

9

：通行止め箇所（高速道路）

凡 例

：交通確保区間

：通行止め箇所（直轄国道）

：直轄国道

：高速道路



【新潟-富山県境】北陸道と国道8号によるダブルネットワーク

○ 新潟県-富山県を結ぶ国道８号及び北陸道は、大型車交通量が特に多い日本海側物流の大動脈
○ 令和元年10月の台風19号の際、北陸自動車道では最大11時間に渡り雨量による通行規制が発生
○ 並行する国道８号においては、これまでに実施した防災対策による雨量規制の緩和により、通行規制が回

避され、ダブルネットワークとしての機能を発揮

台風19号により北陸自動車道が通行止め

同時通行止め時は広域迂回が発生
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前規制値（連続120mm）～H27.6
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緩和された規制値の9割を
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41
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新潟県
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長野県

岐阜県

通行止め

【迂回】
222㎞ 5.4時間

471

147

国道8号が北陸道の代替路機能を発揮

上越IC
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国道8号と北陸道の規制状況
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←北陸道と国道8号の同時通行止めが発生した場合、
周辺に幹線道路が無いため、広域迂回が必要となり、
約4倍の時間を要する。

▲北陸道と国道8号の同時通行止め時状況（H29.7） 国道8号と北陸道の大型車交通量データ（R1.10.12～13）
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転換
国道8号が代替路

機能を発揮

▲本線上山側法面対策

①

▲本線下海岸側法面対策

②

写真①

新潟県

富山県
長野県 群馬県

福島県

(R8)4,600台/日
（大型車混入率：55.1％）

(E8)13,900台/日
（大型車混入率：52.1％）

写真②

：高速自動車道
：直轄国道
：R8事前通行規制区間（雨量）
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約240分

約50分

1/5に短縮

国道８号
（石川県加賀市箱宮町～福井県福井市和田2丁目）

最長約66時間の通行止め

【石川-福井・富山県境】災害リスクを考慮したダブルネットワークの強化

○ 国道８号と北陸自動車道は、北陸地方と近畿地方を結ぶ物流上重要な日本海側の大動脈
○ 石川・福井県境部では、平成30年２月の大雪において断続的な車の立ち往生が発生し、長時間にわたり県

境の交通が途絶したため、国道８号では４車線化による対策に着手
○ 同様な課題箇所である石川・富山県境部においても、災害リスクを考慮したネットワーク強化の検討が急務

国道８号の立ち往生発生実績 国道８号石川・富山県境の状況

２車線区間で立ち往生した
車両が車線を塞ぎ、渋滞
が発生

立ち往生車両が、除雪作
業を妨げ、他車を巻き込
む大規模な車両の滞留が、
繰り返し発生するリスク

約40km

富山県

石川県

福井県

11
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通行止め区間

災害リスク検討
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立ち往生発生箇所（H27~R1）

県境
（トンネル区間）

道路寸
断要因

4車線道路は、対面通行など
柔軟な対応により、早期の交
通開放が可能

通行止め
発生回数

通行止め
時間

平均通行
止め時間

2車線 23回
5,520分

（92時間）
240分/回

4車線 16回
832分

（14時間）
52分/回

計 39回
6,352分

（106時間）
163分/回

国道８号石川福井県境部の滞留状況

約20km

北陸自動車道（丸岡IC~加賀IC）
最長約27時間の通行止め

北陸地方の直轄国道における過去5年の雪を起因とした通行止め発生実績（H27～R元年）

４車線化により、冬期の交通障害においても通行空間の確保が可能

４車線化による交通確保



【富山-岐阜県境】物流と災害時における道路ネットワーク

○ 国道41号と東海北陸自動車道は富山県と中京圏を結ぶ物流上重要な南北幹線道路
○ 令和２年４月、国道41号で法面崩落が発生し、47日間にわたる全面通行止めとなった
○ 通行止め期間中は、並行する東海北陸道の大型車交通量が増加しており、物流上の代替路として機能
○ 国道41号を運送ルートとする企業からは、「迂回による運送量の半減」や「気象に左右されない安定した通行

の確保」等の意見があり、ダブルネットワークとしての国道41号の機能強化が課題

富山県

至

新
潟
県

至

石
川
県

北陸自動車道

東
海
北
陸
自
動
車
道

（
小
矢
部
砺
波JCT

～
飛
騨
清
見IC

は

一
部
区
間
を
除
き
暫
定
2
車
線
供
用
）

能
越
自
動
車
道

R2.4通行止め箇所
（富山市片掛地先）

富山市
エリア

通行止め前：R 2.4. 7（火）～4. 9（木）平均
通行止め中：R 2.5.19（火）～5.21（木）平均
解除後 ：R 2.6. 2（火）～6. 4（木）平均

【データ出典】北陸地方整備局観測値、中日本高速道路（株）観測値
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国道41号における全面通行止め

場所：富山県富山市片掛地先
期間：令和2年4月10日

～5月27日（47日間）
通行止め区間：約2.7km
※期間中、東海北陸自動車道の飛騨清
見IC～富山方面で代替機能としての無料
措置を実施

至 富山市街地

飛騨清見IC

←国道41号現道脇
斜面崩落箇所

ダブルネットワーク

岐阜県

東
海
北
陸
道
ル
ー
ト

国
道
41
号
ル
ー
ト

R2.4～5ヒアリング調査

国道４１号利用者の声
■迂回路を利用すると、運送距離が
２倍以上になり、１日当たりの運
送量が半減した。
（亜鉛製鋼を輸送）
■気象条件に左右されない安定した
通行が出来るようにして欲しい。
（アルミを輸送）

大型車
が増加

→
国道41号を

走行する大型車

小矢部砺波
JCT

至 中京圏

：雨量による事前
通行規制区間
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■災害に強い国土幹線道路ネットワーク（北陸ブロック版）（案）

供用中 供用中

（４車線以上） （２車線）

※2:調査中については、概ねのルートを図示しているものではない。また、直轄国道の調査中については、計画段階評価着手以上を図示

※1:高規格道路については、高規格幹線道路、地域高規格道路（計画路線）、その他計画段階評価等の調査が進捗している路線等をベースに選定

事業中 調査中

災害に強い
国土幹線道路ネットワーク

高規格道路

代替関係にある
直轄国道

その他直轄国道
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